
順位

H16

2.2

H17

2.6

H16

-

Ｈ１５

2.3

-

-

-

-42,729

--

-

1.4

-

-

43,91240,156

-

403,560 405,577

0.98

44,002

-

◆総合計画における位置付け等

0.92

指標５
（単位：　）

391,720

45.8

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

43,912 22,938

人件費 19,320 11,270

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

実績値

購買力指数

平日の通行量（歩行者、自転車、
バイク、スクーター）

平成20年度（決算）

街の好感度

環境経済局

商業サービス業
課

１　施策の目的

荻野　隆課長名

第１章　立地特性を生かした産業の振興をめざします

特色ある商業地の形成

年度

豊かな市民生活の実現に向け、多様な消費者ニーズに対応できる特色ある商業地の形成を図る。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

２　施策の概要
商業・サービス業をはじめ、業務、文化、交流等の広域的な都市機能を備え、まちづくりと一体となった中心商業地（橋本駅・相模原駅・相模大野駅周辺
地区）の形成を進める。　また、それぞれの地域特性を生かした魅力ある商業地として、地区中心商業地（淵野辺・上溝・小田急相模原・東林間・古淵地
区）、近隣商業地（若松・相武台・南橋本・相原二本松地区）の形成も進める。　各地区では、「商業地づくり」のための基本構想・基本計画・街区別計画等
を策定し、道路のモール化、街路灯の整備をはじめとする商業環境整備や再開発等による商業施設の誘導など、行政と商業者や地域住民が一体となっ
たまちづくりを目指している。

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

62 32

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

目標値 実績値実績値 目標値 目標値

6,452 6,470.3

45.2

22,9382.4

6,656 6,8066,731.0

目標値

401,552339,620 -

0.90 0.96 -

総事業費・人員
（単位：千円・人）

0.95

-

399,554指標４
（単位：人、台 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

48.4 49.3

指標２
（単位：㎡ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標１
（単位：％）

-

-

6,431.0 6,581.0

51.050.1

0.97

総事業費・人員
（単位：千円・人）

壁面後退により確保された歩行者空間の長さ
（地区計画やまちづくり協定に基づき、建物建築
時に壁面後退を行い民地を歩行者空間として活
用している。）

基準値

（相模原市の年間販売額/神奈川県の年間販売額）/（相模
原市の人口/神奈川県の人口）

橋本、相模原（西門、中央地区を含む）、相模大野、淵野
辺、上溝、小田急相模原、東林間、古淵、南橋本、相武台
前の各駅周辺及び相原二本松周辺、若松周辺の通行量

商業実態調査（来街者調査）で、平日に来街し、街の好感
度が「高い」、「やや高い」と回答した者の割合。

近年の平均値である73 ｍ㎡増を基準とし
て、毎年75 ｍ㎡増（0.5％増）の歩行者空間
確保を目標として設定した。（計画総延長約

㎡）平成24年に購買力指数が1.00となるこ
とを目標に、順次設定したもの。

平成１５年度と平成１９年度の人口比較では、２％旧相模原
市の人口が増加（年：0.5％増）しており、今後数年も本市の人
口は逓増傾向にあることから毎年０．５％の通行量増加を目
標とした。

指標３
（単位：指数 ）

31410

平成２２年度に、過半数の者が、街の好感
度が「高い」、「やや高い」と回答することを
目標として、順次設定した。

確保された歩行者空間の総延長距離
Ｈ16壁面後退整備面積：2112㎡/前年度壁面後退整備面積
（2026㎡）+73㎡

第４節　商業・サービス業の振興

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

3

2

指標５

指標１

指標４

指標３

指標２

1

4

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして
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６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.258で全119施策の中で43番目。
○重要度は3.929で58番目である。
○改善要望度は0.009で63番目である。

Ｈ20評価点

効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

有効性

視点の種類

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題
市内の商業地では、街路灯設置などのハード整備は概ね完了し、快適な歩行者空間、買物空間が確保され、
買物客の利便性が向上した。しかしながら、購買力指数の低下や通行量の減少など、商業地の活性化には
至っておらず、本市の商業地は依然として厳しい状況となっている。

解決策
ハード面での商業地整備は概ね完了したため、今年度中に商業地形成事業を見直し、施策体系及び予算を
ハード整備重視からソフト事業重視に転換し、商業の活性化に努める。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

評価点

２次評価

8
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

特色ある商業地の形成

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上北部

西部

南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　
←

　
重
要
度
　
→
　
低
い

平均  3.892

施策 3.258 43位 3.929 58位
２０代 2.975 89位 4.071 41位
３０代 3.151 48位 3.753 74位
４０代 3.325 20位 3.989 43位
５０代 3.171 57位 3.806 68位
６０代 3.311 46位 4.029 53位
７０歳以上 3.425 43位 3.948 61位
北部 3.198 69位 3.920 60位
西部 3.430 20位 3.868 61位
南部 3.196 49位 4.000 48位
津久井 3.286 31位 3.830 62位

満足度 重要度

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△


